
診 療 科 月曜 火曜 水曜 木曜 金曜

内 科

総 合 診 療 （新患・再来） 河野　通暁 永尾　優子 野見山隆太 一杉　知毅 播磨　陽平畠中　　駿
血 液 （新患・再来） 東野　洋一 野見山隆太

永尾　優子
東野　洋一 野見山隆太

糖尿病・内分泌 （新患・再来） 松原　　淳 永尾　優子 松原　　淳 野見山隆太
呼 吸 器（一般）（8：30 ～ 12：30） 山路　義和 山路　義和
じ ん 肺・ 石 綿（ 放 射 線 科 ） 野村　　敏 野村　　敏
膠原病・リウマチ（9：00 ～ 13：00） 上野　匡庸
膠原病・リウマチ（13：00 ～17：00） 鈴木　克典

消 化 器

新　患 浦田　洋平 中村　陽平 戒能　美雪 一杉　知毅 播磨　陽平

再　来
戒能　美雪 一杉　知毅

中村　陽平
播磨　陽平 黒川　典枝

畠中　　駿 秀浦栄三郎 秀浦栄三郎
畠中　　駿 浦田　洋平

循 環 器
新　患

河野　通暁 関　耕三郎
瀧田　　覚

河野　通暁 瀧田　　覚再　来 関　耕三郎
瀧田　　覚

精 神 科 土屋　　健 土屋　　健 土屋　　健 土屋　　健 土屋　　健

小 児 科

新 患 ・ 再 来 田代　紀陸 田代　紀陸 田代　紀陸 太田　陽香 田代　紀陸
ぜんそく外来（15：00～16：30） 田代　紀陸
乳幼児健診（13：30～14：00） 田代　紀陸 田代　紀陸
予 防 接 種（14：00～14：30） 田代　紀陸 田代　紀陸
午後診（15：00～16：30） 田代　紀陸

外 科

新 患 ・ 再 来 ① 河野　和明
（消化器外科、乳腺甲状腺外科）

古谷　　彰
（血管外科）

古谷　　彰
（血管外科、呼吸器外科）

河野　和明
（消化器外科、乳腺甲状腺外科）

小野田雅彦
（消化器外科、血管外科、呼吸器外科）

新 患 ・ 再 来 ② 小野田雅彦
（血管外科、呼吸器外科）

小野田雅彦
（消化器外科）

井口　智浩
（消化器外科）

井口　智浩
（再来）

岩村　道憲
（乳腺甲状腺外科）

新 患 ・ 再 来 ③ 岩村　道憲
（再来）

加藤　智栄
（呼吸器外科、乳腺甲状腺外科）

岩村　道憲
（乳腺甲状腺外科）

古谷　　彰
（血管外科、呼吸器外科）

形 成 外 科 午前（8：15～12：15） 村上 隆一（隔週）

天野 信行（隔週）

整 形 外 科

新 患・ 再 来（ 一 診 ） 城戸　研二
（股関節外科・小児整形外科）

富永　俊克
（脊椎外科・リハビリ）

藤　真太郎
（膝関節外科）

寒竹　　司
（脊椎・脊髄外科）

山本　久司
（手の外科・肩関節・リウマチ）

新 患・ 再 来（ 二 診 ） 藤　真太郎
（膝関節外科）

丘　　雄介
（脊椎外科）

城戸　研二
（股関節外科・リウマチ）

丘　　雄介
（脊椎外科） 東　　栄治

新 患・ 再 来（ 三 診 ） 山本　久司
（手の外科・肩関節・リウマチ） 山岡　康浩 池田　裕暁 瀬戸　隆之

脊 椎・ 脊 髄 外 科 寒竹　　司 寒竹　　司
リ ハ 科 富永　俊克 杉山　修一 富永　俊克 山岡　康浩
脳 神 経 外 科 杉山　修一 杉山　修一 岡崎 光希（9：30～）

脳 神 経 内 科 藤川　　晋

皮 膚 科 午 前（ ８：15 ～12：15） 原田　和恵
上田　　茜 山口　道也

血 管 治 療 セ ン タ ー 外 来 第１・第３金曜日の８：30～12：30　（古谷　　彰・関　耕三郎）

泌 尿 器 科 白瀧　　敬 白瀧　　敬 小澤　　翔
松隈　　悠 白瀧　　敬

午後（14：00 ～16：00） 山本　義明
産 婦 人 科 新 患 ・ 再 来 山下　裕幸 山下　裕幸 山下　裕幸 山下　裕幸 山下　裕幸
眼 科 午 前（ ８：30 ～10：00） 緒方　惟彦 青木　　連

耳 鼻 咽 喉 科 下郡　博明 下郡　博明 下郡　博明 下郡　博明 下郡　博明
補 聴 器 外 来 月曜日（第１・３・５週ヒヤリングセンター第２・４週リオン）13：30～

放 射 線 科
（ 画 像 診 断 ）

午 前（8：15 ～ 12：00） 野村　　敏 野村　　敏 野村　　敏午後（13：00 ～ 17：00） 野村　　敏 野村　　敏
麻 酔 科 中木村和彦 佐伯　　仁 中木村和彦 佐伯　　仁 中木村和彦

健 診 部 禁 煙 外 来 月～金曜日の９：30
人 間 ド ッ ク・ 特 殊 健 診 月～金曜日

セ カ ン ド オ ピ ニ オ ン 外 来 詳しくは地域医療連携室へお問い合わせください。☎０８３６－８４－０７５５

●患者さんには紹介状を持参してくださるようお願いいたします。（地域医療連携室）
　患者さんの紹介専用電話 0836-84-0755　FAX 0836-81-5007 （一般の方の使用はご遠慮願います）

●外来診療のご案内（2020 年 12 月現在）
　〈受 付 時 間〉…初めての方（新患）午前８時15分～11時30分　…２回目からの方（再来）午前７時～11時30分
　〈診療開始時間〉 午前８時30分～
　 の診療科は土曜日も午前中の急患に限り紹介患者さんをお受けいたします。0836-83-2881㈹へお電話ください。
　 の診療科の外来受付は、完全予約制になっております。

日本医療機能評価認定病院

山口労災病院
〒 756-0095
山陽小野田市大字小野田 1315 番地の 4

電話（0836）83-2881
ＦＡＸ（0836）84-5387

http://www.yamaguchih.johas.go.jp
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小児科部長 感染対策室長　田代  紀陸

病 院 の 理 念
勤 労 者 や 地 域 の 皆 様 に
　 　 　 　 　 患 者 さ ん の 立 場 に 立 っ た
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 質 の 高 い 医 療 を 提 供 す る

　新型コロナウイルス感染症が 11月になって全国的に急増しています。11月 25日には全国の新規患者数
が 2500 人を超えました。国ははっきり言いませんが、まさに第３波の到来です。これから季節は冬になり、
気温が下がり、湿度も乾燥し、まだまだ感染が拡大する可能性があります。またインフルエンザとの同時流
行も懸念されます。
　山口県内でも山口市湯田温泉のバー、そして岩国市の接待を伴う飲食店でクラスターが発生しました。８
〜９月に山陽小野田市の日の出地区で 2つのクラスターが発生しましたが、いずれもお酒を提供する飲食店
でのことです。そして県内５つ目のクラスターが岩国市医療センター医師会病院で発生してしまいました。
　新型コロナウイルス感染症対策分科会より、『感染リスクが高まる「５つの場面」』の提言がありました。

　これから忘年会・新年会のシーズンですが、新型コロナウイルス感染のリスクを考え、開催には慎重にな
らざるを得ません。都会では 20代、30代の若い年齢層が陽性患者の半数以上を占めていますが、山口県は
陽性患者に占める高齢者、すなわち重症化リスクのある患者の割合が高くなっています。山口県は入院病床
数を十分確保していると言いますが、岩国市では３つのクラスターが発生してしまい 80人以上の新規患者
が報告され、数日で多くの病床が埋まってしまいました。容易に医療体制がひっ迫する可能性があります。
　これ以上患者を増やさないよう、個人個人がマスクを着用し、手指衛生を心がけ、換気・加湿にも留意し、
リスクの高い場面を避けることに全集中するようお願いいたします。

新型コロナウイルス感染対策に全集中！

感染リスクが高まる「５つの場面」
場面①　飲食を伴う懇親会等
・�飲酒の影響で気分が高揚すると同時に注意力が
低下する。また、聴覚が鈍麻し、大きな声にな
りやすい。
・�特に敷居などで区切られている狭い空間
に、長時間、大人数が滞在すると、感染
リスクが高まる。
・�また、回し飲みや箸などの共用が感染の
リスクを高める。

場面③　マスクなしでの会話
・�マスクなしに近距離で会話をすることで、飛
沫感染やマイクロ飛沫感染での感染リスク
が高まる。
・�マスクなしでの感染例としては、昼カラオケ
などでの事例が確認されている。
・�車やバスで移動する際の車中でも注意が必
要。

場面④　狭い空間での共同生活
・�狭い空間での共同生活は、長時間にわたり閉鎖
空間が共有されるため、感染リスクが高まる。
・�寮の部屋やトイレなどの共用部分での感染が
疑われる事例が報告されている。

場面⑤　居場所の切り替わり
・�仕事での休憩時間に入った時など、居場所が
切り替わると、気の緩みや環境の変化により、
感染リスクが高まることがある。
・�休憩室、喫煙所、更衣室での感染が疑われ
る事例が確認されている。

場面②　大人数や長時間におよぶ飲食
・�長時間におよぶ飲食、接待を伴う飲食、深夜のはしご酒では、短時間の
食事に比べて、感染リスクが高まる。
・�大人数、例えば５人以上の飲食では、
大声になり飛沫が飛びやすくなるため、
感染リスクが高まる。
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厚南会館 絵画教室
作品展

11月６日（金）～11月27日（金）

JR小野田線　中川駅　徒歩 10分
バス停　サンパーク前下車　徒歩１分

お 知 ら せ

ボランティアさんに協力をいただき、外来
ロビー廊下で作品展を開催しています。

糖尿病教室（12月）

場所 / 図書棟 研修医室　時間 /16：00 ～ 17：00
参加費 / 無料
月 日 曜日 内　容 講　師
12 １ 火 糖尿病と検査 検査技師

２ 水 薬物療法 薬剤師

４ 金 運動療法 理学療法士

８ 火 糖尿病について 内科医師

９ 水 食事療法の基本 管理栄養士

10 木 食事療法の実際 管理栄養士

11 金 日常生活 看護師

15 火 糖尿病と検査 検査技師

16 水 薬物療法 薬剤師

18 金 運動療法 理学療法士

22 火 糖尿病について 内科医師

23 水 食事療法の基本 管理栄養士

24 木 食事療法の実際 管理栄養士

25 金 日常生活 看護師

作 品 展 開 催

● 12月７日（月）～12月25日（金）は
石原  隆 油彩画展です。

新型コロナウイルス
感染拡大防止のため です！完全面会禁止
当院は、院内感染対策のため令和 2 年４月７日（火）より、入院患者の皆様への面会を禁止させていた
だいております。新型コロナウイルス感染症が院内で発生した場合、入院患者の皆様に重大な影響を与え
る可能性があります。ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願い申し上げます。
全国的に新型コロナウイルス感染患者が増加しており、山口県内でも感染患者が増えてきておりますので
面会禁止を続行いたします。

・ 洗濯物の交換時間は平日14：00～17：00に一番窓口で行います。※原則土日祝祭日は行っておりません。

　※ 洗濯物の受け渡しを希望する方は病棟看護師長に申請して必ず許可を得てください。
　※当院から面会をお願いしたご家族は、上記の限りではありません。 山口労災病院　院長

時　間 月 火 水 木 金 土 日
９：00～12：30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
14：00～17：30 ○ ○ ○ × ○ × ×

医療法人社団　桜和会

ジョイ皮ふ科クリニック
■住　所  〒 756-0806
　　　　山陽小野田市中川６丁目４番 1 号
　　　　おのだサンパーク東館
■ＴＥＬ  （ 0 8 3 6 ）8 1 - 4 1 1 2
■ＦＡＸ  （ 0 8 3 6 ）8 1 - 4 1 1 3

診療科目／皮膚科・アレルギー科

「かかりつけ医」ご紹介　山口労災病院は、「病診連携」を行っております。
これは日頃受診される「かかりつけ医」と連携し、入院・手術精査等の場合に機能を分担し効率的
な医療の提供を図ることを目的としています。

　ジョイ皮ふ科クリニックは、３人の女医
による皮膚科専門のクリニックです。
　院長以下スタッフ一同、きめ細かで温か
い診療を行うよう心がけています。
　当院では、原因治療を行うために、アレ
ルギー検査（血液検査、パッチテスト、プ
リックテストなど）を積極的に行っていま
す。また、乾癬や白斑、アトピー性皮膚炎
の治療に、紫外線療法（ナローバンドUＶ
Ｂ、エキシマライト）を取り入れています。

＊祝日は休診です ＊午前の受付は 12時まで

院長　西
にしおか
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小
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当院では、すべての患者様が安心して受診
できるように、発熱のある方は通常の診察
室とは別の場所での診療を行っています。
発熱のある方は、事前に電話で連絡して下
さい。職員が誘導いたします。

発熱の患者様に
お知らせとお願い

この期間の通常の外来診療は
お休みさせていただきます。

年末年始
　休診のお知らせ

令和2年12月29日（火）
から

令和3年１月３日（日）

職 員 募 集

受付：総務課 庶務係長

● 薬剤師
● MSW（医療ソーシャルワーカー）
● 臨床検査技師　 ● 看護補助者
● 医師事務作業補助者
 試 験 日  随 時 （応相談）

（常勤・非常勤）

随時募集！

令和 2年11月30日から、
消化器内科医師の診察日が変更となりました。

令和２年
11月29日まで

消
化
器
内
科

再
　
来

月 火

戒能医師
一杉医師
秀浦医師
畠中医師

令和２年
11月30日から

消
化
器
内
科

再
　
来

月 火
戒能医師 一杉医師

畠中医師 秀浦医師

当院では、感染予防の観点から、すべての患者様が安心して
受診できるように、発熱のある方は通常とは別の場所で診察
を行っています。11 月から新たに屋外にも診察室を設置しま
した。来院時は体温の測定、マスクの着用をお願いいたします。

当院では発熱外来を
設置しています。

皮膚すこやかに　～ゆっくり、しっかり、信頼の医療
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厚南会館 絵画教室
作品展

11月６日（金）～11月27日（金）

JR小野田線　中川駅　徒歩 10分
バス停　サンパーク前下車　徒歩１分

お 知 ら せ

ボランティアさんに協力をいただき、外来
ロビー廊下で作品展を開催しています。

糖尿病教室（12月）

場所 / 図書棟 研修医室　時間 /16：00 ～ 17：00
参加費 / 無料
月 日 曜日 内　容 講　師
12 １ 火 糖尿病と検査 検査技師

２ 水 薬物療法 薬剤師

４ 金 運動療法 理学療法士

８ 火 糖尿病について 内科医師

９ 水 食事療法の基本 管理栄養士

10 木 食事療法の実際 管理栄養士

11 金 日常生活 看護師

15 火 糖尿病と検査 検査技師

16 水 薬物療法 薬剤師

18 金 運動療法 理学療法士

22 火 糖尿病について 内科医師

23 水 食事療法の基本 管理栄養士

24 木 食事療法の実際 管理栄養士

25 金 日常生活 看護師

作 品 展 開 催

● 12月７日（月）～12月25日（金）は
石原  隆 油彩画展です。

新型コロナウイルス
感染拡大防止のため です！完全面会禁止
当院は、院内感染対策のため令和 2 年４月７日（火）より、入院患者の皆様への面会を禁止させていた
だいております。新型コロナウイルス感染症が院内で発生した場合、入院患者の皆様に重大な影響を与え
る可能性があります。ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願い申し上げます。
全国的に新型コロナウイルス感染患者が増加しており、山口県内でも感染患者が増えてきておりますので
面会禁止を続行いたします。

・ 洗濯物の交換時間は平日14：00～17：00に一番窓口で行います。※原則土日祝祭日は行っておりません。

　※ 洗濯物の受け渡しを希望する方は病棟看護師長に申請して必ず許可を得てください。
　※当院から面会をお願いしたご家族は、上記の限りではありません。 山口労災病院　院長

時　間 月 火 水 木 金 土 日
９：00～12：30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
14：00～17：30 ○ ○ ○ × ○ × ×

医療法人社団　桜和会

ジョイ皮ふ科クリニック
■住　所  〒 756-0806
　　　　山陽小野田市中川６丁目４番 1 号
　　　　おのだサンパーク東館
■ＴＥＬ  （ 0 8 3 6 ）8 1 - 4 1 1 2
■ＦＡＸ  （ 0 8 3 6 ）8 1 - 4 1 1 3

診療科目／皮膚科・アレルギー科

「かかりつけ医」ご紹介　山口労災病院は、「病診連携」を行っております。
これは日頃受診される「かかりつけ医」と連携し、入院・手術精査等の場合に機能を分担し効率的
な医療の提供を図ることを目的としています。

　ジョイ皮ふ科クリニックは、３人の女医
による皮膚科専門のクリニックです。
　院長以下スタッフ一同、きめ細かで温か
い診療を行うよう心がけています。
　当院では、原因治療を行うために、アレ
ルギー検査（血液検査、パッチテスト、プ
リックテストなど）を積極的に行っていま
す。また、乾癬や白斑、アトピー性皮膚炎
の治療に、紫外線療法（ナローバンドUＶ
Ｂ、エキシマライト）を取り入れています。

＊祝日は休診です ＊午前の受付は 12時まで

院長　西
にしおか
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当院では、すべての患者様が安心して受診
できるように、発熱のある方は通常の診察
室とは別の場所での診療を行っています。
発熱のある方は、事前に電話で連絡して下
さい。職員が誘導いたします。

発熱の患者様に
お知らせとお願い

この期間の通常の外来診療は
お休みさせていただきます。

年末年始
　休診のお知らせ

令和2年12月29日（火）
から

令和3年１月３日（日）

職 員 募 集

受付：総務課 庶務係長

● 薬剤師
● MSW（医療ソーシャルワーカー）
● 臨床検査技師　 ● 看護補助者
● 医師事務作業補助者
 試 験 日  随 時 （応相談）

（常勤・非常勤）

随時募集！

令和 2年11月30日から、
消化器内科医師の診察日が変更となりました。

令和２年
11月29日まで

消
化
器
内
科

再
　
来

月 火

戒能医師
一杉医師
秀浦医師
畠中医師

令和２年
11月30日から

消
化
器
内
科

再
　
来

月 火
戒能医師 一杉医師

畠中医師 秀浦医師

当院では、感染予防の観点から、すべての患者様が安心して
受診できるように、発熱のある方は通常とは別の場所で診察
を行っています。11 月から新たに屋外にも診察室を設置しま
した。来院時は体温の測定、マスクの着用をお願いいたします。

当院では発熱外来を
設置しています。

皮膚すこやかに　～ゆっくり、しっかり、信頼の医療
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診 療 科 月曜 火曜 水曜 木曜 金曜

内 科

総 合 診 療 （新患・再来） 河野　通暁 永尾　優子 野見山隆太 一杉　知毅 播磨　陽平畠中　　駿
血 液 （新患・再来） 東野　洋一 野見山隆太

永尾　優子
東野　洋一 野見山隆太

糖尿病・内分泌 （新患・再来） 松原　　淳 永尾　優子 松原　　淳 野見山隆太
呼 吸 器（一般）（8：30 ～ 12：30） 山路　義和 山路　義和
じ ん 肺・ 石 綿（ 放 射 線 科 ） 野村　　敏 野村　　敏
膠原病・リウマチ（9：00 ～ 13：00） 上野　匡庸
膠原病・リウマチ（13：00 ～17：00） 鈴木　克典

消 化 器

新　患 浦田　洋平 中村　陽平 戒能　美雪 一杉　知毅 播磨　陽平

再　来
戒能　美雪 一杉　知毅

中村　陽平
播磨　陽平 黒川　典枝

畠中　　駿 秀浦栄三郎 秀浦栄三郎
畠中　　駿 浦田　洋平

循 環 器
新　患

河野　通暁 関　耕三郎
瀧田　　覚

河野　通暁 瀧田　　覚再　来 関　耕三郎
瀧田　　覚

精 神 科 土屋　　健 土屋　　健 土屋　　健 土屋　　健 土屋　　健

小 児 科

新 患 ・ 再 来 田代　紀陸 田代　紀陸 田代　紀陸 太田　陽香 田代　紀陸
ぜんそく外来（15：00～16：30） 田代　紀陸
乳幼児健診（13：30～14：00） 田代　紀陸 田代　紀陸
予 防 接 種（14：00～14：30） 田代　紀陸 田代　紀陸
午後診（15：00～16：30） 田代　紀陸

外 科

新 患 ・ 再 来 ① 河野　和明
（消化器外科、乳腺甲状腺外科）

古谷　　彰
（血管外科）

古谷　　彰
（血管外科、呼吸器外科）

河野　和明
（消化器外科、乳腺甲状腺外科）

小野田雅彦
（消化器外科、血管外科、呼吸器外科）

新 患 ・ 再 来 ② 小野田雅彦
（血管外科、呼吸器外科）

小野田雅彦
（消化器外科）

井口　智浩
（消化器外科）

井口　智浩
（再来）

岩村　道憲
（乳腺甲状腺外科）

新 患 ・ 再 来 ③ 岩村　道憲
（再来）

加藤　智栄
（呼吸器外科、乳腺甲状腺外科）

岩村　道憲
（乳腺甲状腺外科）

古谷　　彰
（血管外科、呼吸器外科）

形 成 外 科 午前（8：15～12：15） 村上 隆一（隔週）

天野 信行（隔週）

整 形 外 科

新 患・ 再 来（ 一 診 ） 城戸　研二
（股関節外科・小児整形外科）

富永　俊克
（脊椎外科・リハビリ）

藤　真太郎
（膝関節外科）

寒竹　　司
（脊椎・脊髄外科）

山本　久司
（手の外科・肩関節・リウマチ）

新 患・ 再 来（ 二 診 ） 藤　真太郎
（膝関節外科）

丘　　雄介
（脊椎外科）

城戸　研二
（股関節外科・リウマチ）

丘　　雄介
（脊椎外科） 東　　栄治

新 患・ 再 来（ 三 診 ） 山本　久司
（手の外科・肩関節・リウマチ） 山岡　康浩 池田　裕暁 瀬戸　隆之

脊 椎・ 脊 髄 外 科 寒竹　　司 寒竹　　司
リ ハ 科 富永　俊克 杉山　修一 富永　俊克 山岡　康浩
脳 神 経 外 科 杉山　修一 杉山　修一 岡崎 光希（9：30～）

脳 神 経 内 科 藤川　　晋

皮 膚 科 午 前（ ８：15 ～12：15） 原田　和恵
上田　　茜 山口　道也

血 管 治 療 セ ン タ ー 外 来 第１・第３金曜日の８：30～12：30　（古谷　　彰・関　耕三郎）

泌 尿 器 科 白瀧　　敬 白瀧　　敬 小澤　　翔
松隈　　悠 白瀧　　敬

午後（14：00 ～16：00） 山本　義明
産 婦 人 科 新 患 ・ 再 来 山下　裕幸 山下　裕幸 山下　裕幸 山下　裕幸 山下　裕幸
眼 科 午 前（ ８：30 ～10：00） 緒方　惟彦 青木　　連

耳 鼻 咽 喉 科 下郡　博明 下郡　博明 下郡　博明 下郡　博明 下郡　博明
補 聴 器 外 来 月曜日（第１・３・５週ヒヤリングセンター第２・４週リオン）13：30～

放 射 線 科
（ 画 像 診 断 ）

午 前（8：15 ～ 12：00） 野村　　敏 野村　　敏 野村　　敏午後（13：00 ～ 17：00） 野村　　敏 野村　　敏
麻 酔 科 中木村和彦 佐伯　　仁 中木村和彦 佐伯　　仁 中木村和彦

健 診 部 禁 煙 外 来 月～金曜日の９：30
人 間 ド ッ ク・ 特 殊 健 診 月～金曜日

セ カ ン ド オ ピ ニ オ ン 外 来 詳しくは地域医療連携室へお問い合わせください。☎０８３６－８４－０７５５

●患者さんには紹介状を持参してくださるようお願いいたします。（地域医療連携室）
　患者さんの紹介専用電話 0836-84-0755　FAX 0836-81-5007 （一般の方の使用はご遠慮願います）

●外来診療のご案内（2020 年 12 月現在）
　〈受 付 時 間〉…初めての方（新患）午前８時15分～11時30分　…２回目からの方（再来）午前７時～11時30分
　〈診療開始時間〉 午前８時30分～
　 の診療科は土曜日も午前中の急患に限り紹介患者さんをお受けいたします。0836-83-2881㈹へお電話ください。
　 の診療科の外来受付は、完全予約制になっております。

日本医療機能評価認定病院

山口労災病院
〒 756-0095
山陽小野田市大字小野田 1315 番地の 4

電話（0836）83-2881
ＦＡＸ（0836）84-5387

http://www.yamaguchih.johas.go.jp
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小児科部長 感染対策室長　田代  紀陸

病 院 の 理 念
勤 労 者 や 地 域 の 皆 様 に
　 　 　 　 　 患 者 さ ん の 立 場 に 立 っ た
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 質 の 高 い 医 療 を 提 供 す る

　新型コロナウイルス感染症が 11月になって全国的に急増しています。11月 25日には全国の新規患者数
が 2500 人を超えました。国ははっきり言いませんが、まさに第３波の到来です。これから季節は冬になり、
気温が下がり、湿度も乾燥し、まだまだ感染が拡大する可能性があります。またインフルエンザとの同時流
行も懸念されます。
　山口県内でも山口市湯田温泉のバー、そして岩国市の接待を伴う飲食店でクラスターが発生しました。８
〜９月に山陽小野田市の日の出地区で 2つのクラスターが発生しましたが、いずれもお酒を提供する飲食店
でのことです。そして県内５つ目のクラスターが岩国市医療センター医師会病院で発生してしまいました。
　新型コロナウイルス感染症対策分科会より、『感染リスクが高まる「５つの場面」』の提言がありました。

　これから忘年会・新年会のシーズンですが、新型コロナウイルス感染のリスクを考え、開催には慎重にな
らざるを得ません。都会では 20代、30代の若い年齢層が陽性患者の半数以上を占めていますが、山口県は
陽性患者に占める高齢者、すなわち重症化リスクのある患者の割合が高くなっています。山口県は入院病床
数を十分確保していると言いますが、岩国市では３つのクラスターが発生してしまい 80人以上の新規患者
が報告され、数日で多くの病床が埋まってしまいました。容易に医療体制がひっ迫する可能性があります。
　これ以上患者を増やさないよう、個人個人がマスクを着用し、手指衛生を心がけ、換気・加湿にも留意し、
リスクの高い場面を避けることに全集中するようお願いいたします。

新型コロナウイルス感染対策に全集中！

感染リスクが高まる「５つの場面」
場面①　飲食を伴う懇親会等
・�飲酒の影響で気分が高揚すると同時に注意力が
低下する。また、聴覚が鈍麻し、大きな声にな
りやすい。
・�特に敷居などで区切られている狭い空間
に、長時間、大人数が滞在すると、感染
リスクが高まる。
・�また、回し飲みや箸などの共用が感染の
リスクを高める。

場面③　マスクなしでの会話
・�マスクなしに近距離で会話をすることで、飛
沫感染やマイクロ飛沫感染での感染リスク
が高まる。
・�マスクなしでの感染例としては、昼カラオケ
などでの事例が確認されている。
・�車やバスで移動する際の車中でも注意が必
要。

場面④　狭い空間での共同生活
・�狭い空間での共同生活は、長時間にわたり閉鎖
空間が共有されるため、感染リスクが高まる。
・�寮の部屋やトイレなどの共用部分での感染が
疑われる事例が報告されている。

場面⑤　居場所の切り替わり
・�仕事での休憩時間に入った時など、居場所が
切り替わると、気の緩みや環境の変化により、
感染リスクが高まることがある。
・�休憩室、喫煙所、更衣室での感染が疑われ
る事例が確認されている。

場面②　大人数や長時間におよぶ飲食
・�長時間におよぶ飲食、接待を伴う飲食、深夜のはしご酒では、短時間の
食事に比べて、感染リスクが高まる。
・�大人数、例えば５人以上の飲食では、
大声になり飛沫が飛びやすくなるため、
感染リスクが高まる。
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